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国連世界気象機関ＷＭＯで武雄河川の取り組み紹介 
 

 

 ２０１２年１２月３日に事務所ホームページで紹介した佐賀県武雄市及び唐津市の小学

校と連携した防災教育の取り組み（教師による防災教育の取り組み）が国連世界気象機関

（ＷＭＯ）のニュースレターで紹介されています。 

 ※Click Here→http://www.apfm.info/pdf/newsletters/APFM_Newsletter_29.pdf 

 

武雄河川事務所では、新たに「自然災害防止の重要性について関心を深める」ことが明

記された新学習指導要領（平成２３年度施行）に沿って、身近な六角川や松浦川を題材に

取り入れた指導計画案を作成。その後、武雄市（六角川流域）や唐津市（松浦川流域）の

教育委員会や小学校等と調整を図りながら、「社会科」や「理科」の「教科学習」の中で、

学校の先生に「防災教育」を実施してもらう取り組みを進めています。この取り組みがＷ

ＭＯのニュースレターで紹介されたのは、いわゆるハード対策（堤防等の整備）とソフト

対策（ハザードマップ、避難など）を組み合わせて洪水被害の軽減を目指す統合洪水管理

（Integrated Flood Management）の考え方に合致したためです。リンクには武雄河川事務

所の英文ホームページが貼られており、今後は海外から事務所ホームページへのアクセス

が増えるものと期待されます。 

なお、文部科学省の事業として佐賀県が取り組んでいる「実践的防災教育総合支援事業」

の成果報告書の中でも、上記 ＷＭＯ ニュースレターの武雄河川事務所の取り組みが紹介

されています。 

 

 問い合わせ先  国土交通省 武雄河川事務所 地域交流窓口 0954-23-5175 


